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日に日に暖か さが増 してきました 。桜の 開花も気にな ります 。  

現在会員登録数 4,381 人さま。次号は４ 月 22 日発行の予定 で す／  
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●「第 157 回日本児 童文学学会  関西例会 」  

ラウンドテー ブル「 15 年戦争期東アジア児 童文学の諸相 －香港 、広東・台 湾、

沖縄の事例か ら」（講 師：齋木喜 美子（関 西 学院大学）、成實 朋子（大阪教育大

学）、浅野 法子（大 阪 成蹊短期大学 ））  他 、研究発表  

日  時：３月 23 日（日） 13： 00～ 16： 30 

会  場：大阪府立中 央 図書館  多目的室  定  員： 60 人  参加費： 無料  

主  催：日本児童文 学 学会  関西例会  （ IICLO 共催）  

詳細・お申し 込みは →  Peatix https://jkansaireikai157.peatix.com/  

 

●  ≪ご寄付をお願 い します≫  当 財団の 運営を応援い ただけ る個人、法人の  

皆さまからの ご寄付 を募っていま す。寄付 金は、当財団 が行う講 座・講演会な  

ど、さまざま な事業 経費に充てさ せてい ただきます。  

※詳細は  →  http://www.iiclo.or.jp/donation_10th.html  

※ Syncable（ シ ン カ ブ ル ） ＝ 継 続 寄 付 （ 毎 年 ／ 毎 月 ）、 単 発 寄 付 が 選 べ ま す 。 

→  https://syncable.biz/associate/19800701  

 

●  YouTube 版「本の 海大冒険」  https://www.youtube.com/@iiclo1196  

※公開内容一 覧は  →  http://www.iiclo.or.jp/m1_youtube/index.html  

 

●  Instagram 随時更新  https://www.instagram.com/iiclo_official/  

 

●  Ｘ（旧 Twitter）  毎日更新  https://twitter.com/IICLO_News  
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*****************************************************************  

《１》この本 読んだ ？  Yasuko's ＆  Takeo's Talk 

*****************************************************************  

『少年が見た 戦争』 宮川健郎 /編  戦争 が わたしたちを 見つめ ている  戦争

文学セレクシ ョン  汐文社  2025 年 1 月  対象年齢： 小学校 高学年以上  
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＊今回のゲス トは 当 財団理事長の 宮川健 郎さん（Ｔ） です。  

 

概要「少年・少女 」が 見た戦争を描 いた８ 編のアンソロ ジー。「 夜」（三 木卓）

は、日本の植民 地であ った「満洲国」に暮ら す少年が日本 に原子 爆弾が落と

さ れ た こ と を 新 聞 社 で 働 く 父 か ら 聞 き 、 ソ 連 軍 が 町 に 近 づ く 緊 迫 感 を 体 験

する。詩「わたしが 一 番きれいだっ たとき 」（茨木のり子 ）、看護 婦だった母

が息子たちに 病院で の空襲体験を 語る「 春さきのひょ う」（杉 みき子）、「そ

して、トンキーも しん だ」（たなべ まもる ）、疎開の子ども たちを 描いた「大

も り い っ ち ょ う 」（ 長 崎 源 之 助 ）、 兄 弟 で 屁 の 試 合 （ ヘ リ ン ピ ッ ク ） を す る

「ブッとなる 閣へひ り大臣」（古 田足日 ）、「烏の北斗七星 」（宮 沢賢治）、 40

歳になった「私」が 空襲について 回想す る「赤牛」（古井由 吉 ）が入ってい

る。  

 

Ｙ：宮川さんが編集さ れた「戦争 がわたし たちを見つめ ている  戦争文学セレ

クション」全 ３巻が 出版されてい ます（ 2025 年３月現在２ 巻『 こわされた

まち』まで、まもな く３巻『戦火のあと で』刊行）。この本 は どういう意図

で出版されま したか 。  

Ｔ：この仕事は、汐文 社の 30 代の編集者 で ある新嶋遼さ んから の依頼で始ま

りました。作 品選び から二人で行 いまし た。  

日本では戦後 80 年に なりますが、世界 を 見ると、内戦を含 め、ずっと何

ら か の 形 で 戦 争 が 続 い て い ま す 。 そ し て 、 今 も ウ ク ラ イ ナ や ガ ザ が 戦 場 に

な っ て い ま す 。 そ ん な 中 で 、「 反 戦 」 や 「 平 和 」 を 最 初 に い う の で は な く 、

今の 10 代の子ども た ちに戦争を含 む歴史 と、戦争の 中を生き て きた人がい

る と い う こ と を 知 っ て も ら い た い と 思 っ て 作 り ま し た 。 そ れ が 、 お と な に

な る と い う こ と で は な い か と 考 え た ん で す 。 実 は 、 新 嶋 さ ん と 相 談 し た 最

初のシリーズ 名は「 戦争文学がわ たしを おとなにした 」でし た。  

Ｙ：実際のシ リーズ 名は「戦争が わたし たちを見つめ ている 」です。  

Ｔ ： 先 ほ ど の タ イ ト ル は 汐 文 社 社 内 で 、 子 ど も た ち が 受 け 取 る 際 に 少 し わ か

りにくいとい うこと になり、「戦争が わた したちを見つ めてい る」という シ

リ ー ズ 名 が 提 案 さ れ ま し た 。 ま る で わ た し た ち を 見 つ め て い る か の よ う に

戦争が突きつ けてく る現実に、読 者が目 を向けてほし いとい う意図です。  

Ｙ：第 1 巻は『少年 が見た戦争』 です。  

Ｔ：この「少年」は 、「岩波少年文庫」の「少年」と同じで、性別に関係な い

10 代の子どもを 指し ています。  

Ｙ：冒頭の 作品が三 木卓「夜 」。日 本は原 爆や空襲を経 験した 被害者である だ

け で な く 、 加 害 者 で す 。 満 洲 と い う 傀 儡 国 家 を 舞 台 に し た 作 品 か ら 始 め る

ことでそのこ とが意 識づけられて いると 思いました。  

Ｔ：最後の場面、夜明 けに、主人公の少 年と 兄が見つめ合 います。そして「今、

自 分 た ち が こ の 世 界 の 歯 車 の 回 転 に 従 っ て 生 き る 、 直 接 の 場 に 立 た さ れ て

いることを直 感した 。」と結ばれま す。こ の シリーズを読 む読者 に、この感

覚を共有して ほしい と願いました 。  

Ｙ：大人の小 説もか なり入ってい ます。  

Ｔ：読者対 象は 10 代。小学校高 学年でも 読める作品も 、中高 校生にぜひ読 ん

でもらいたい 大人の 小説ものせま した。総 ルビで、脚注も 付けま した。同時

に 、 小 学 校 低 中 学 年 向 け と 言 わ れ る 作 品 で あ っ て も 、 中 高 校 生 が 読 む こ と

で新たな気づ きがあ るという作品 も入れ ています。  

Ｙ：たと えば、たなべ まもる「そして、トン キーもしんだ」です よ ね。戦時下

の猛獣虐殺の ことは 、『かわいそうな ぞう 』（土家由岐雄）でよく 知られてい

ますが、事実と 異なる という批判が ありま す。そんな中で 、事実 に近い作品

がこのアンソ ロジー の中に入れら れた意 義は大きいと 思いま した。  

Ｔ：１冊の中 に、詩 が 1 編ずつあると同 時に、教科書 に掲載 されたような 有

名 な 作 品 も 、 こ の 作 家 に こ ん な 作 品 も あ っ た の か と い う 作 品 も 入 れ て い ま



す。  

Ｙ ： 戦 争 を さ ま ざ ま な 角 度 か ら 考 え ら れ る シ リ ー ズ だ と 思 い ま し た 。 い く つ

か寓話的な作 品やＳ Ｆ的な作品が あるこ とで、「戦争とは 何か 」という問 い

が 投 げ か け ら れ て い る 点 も 興 味 深 い で す 。 そ し て 、 ア ン ソ ロ ジ ー 全 体 か ら

「生きる」とい うテー マが読み取れ る点も 納得しました。また、今日マチ子

の 表 紙 の 絵 か ら 「 作 品 を 通 し て い っ し ょ に 考 え よ う 」 と 誘 わ れ て い る よ う

にも感じまし た。  

 

*****************************************************************  

《２》イーハ トヴ周 遊  宮沢賢治 の童話 を読破する  

*****************************************************************  

第 115 回「〔手紙（ 一 ）〕」  

 作者からの 「手紙 」  

 

昔、〈力が非 常に強く 、かたちも大層恐 ろ しく、それにはげ し い毒をも〉つ一

匹 の 竜 が い ま し た 。 弱 い も の は 竜 を 見 た だ け で 気 を 失 っ て 倒 れ 、 強 い も の で

も竜の毒気に あたれ ば死んでしま うほど でした。しか しある日 、竜は〈よい こ

こ ろ を 起 こ し て 、 こ れ か ら は も う 悪 い こ と を し な い 、 す べ て の も の を な や ま

さない〉と誓 います 。  

 

静 か な と こ ろ を 求 め 、 林 の 中 で 眠 っ て い る と 、 猟 師 が や っ て き て 美 し い 竜 の

皮を剥ぎはじ めます。竜は目を覚ま しまし たが、先の誓 いから、だまって猟師

に 皮 を 剥 ぎ 取 ら せ ま す 。 竜 は 〈 皮 を は が れ な が ら く や し い と い う こ こ ろ さ え

起こ〉さず 、〈いま は 皮のない赤い 肉ばか りで地によこ たわり ました〉。  

 

苦 し さ の あ ま り 竜 は 悶 え ま す が 、 そ こ に 竜 の か ら だ を 食 べ よ う と 多 く の 小 さ

な虫があらわ れます 。〈いまこのからだ をた くさんの虫に やるの はまことの道

の た め だ 。 い ま 肉 を こ の 虫 ら に く れ て 置 け ば や が て は ま こ と の 道 を も こ の 虫

らに教えるこ とがで きる〉と考え 、からだ を虫に食べさ せた竜 は、とうとう 乾

いて死んでし まいま す。その後、竜は天上 に生まれ変わ り、お釈 迦さまとなっ

てみんなに一 番のし あわせを与え たとい うお話です。  

 

釈 迦 の 前 世 を 描 く ジ ャ ー タ カ （ 本 生 譚 ） の 一 つ で 、 一 千 字 程 度 の 短 い 物 語 で

す。他の命のため、自 身のからだを 捧げる シーンは、「 二十六夜 」「グスコーブ

ドリの伝記 」「銀河鉄 道の夜」など、賢治 童話に多くあ らわれ ますが、本作は

こうした捨身 の精神 を直截的に描 く佛教 色の強いもの といえ ます。  

 

あらゆる苦に 堪えし のび、それを 自ら受け 入れ、心頭滅 却すれば 、たとえ肉体

は 朽 ち 果 て よ う と も そ の 魂 は 転 生 し 、 ま こ と の み ん な の 幸 い の た め に 生 き 続

けるというこ とが描 かれているよ うに思 えます。敢え て〈おと ぎばなし〉で は

ないと結んで いると ころにも、作 者の本 気度がうかが えます 。  

 

「〔手紙 〕」は（一）か ら（四）の四種類の文 書からなり、本作は そ の第一篇に

あたります。もと は 、賢治が布教のた め に作成・配布した も のですが、〈 印刷

物ではあるが 、発表 機関（メディ ア）を 介在させない「配布 物」、し かし、匿

名で〉（栗原 敦「本文 について」『 宮沢賢治 コレクション ２』 2017 年）という、

他 の 作 品 と は 異 な る 独 自 の 特 性 を 持 つ も の で し た 。 こ の 四 種 が 長 い あ い だ

「〔手紙 〕」と呼び なら わされてきた 理由は 、「〔手紙 〕（四）」で示 されることに

なります。（ペ吉）  

 

（本文の引用 は、筑摩 書房 版『宮沢賢治コ レ クション ２  注文の 多い料理店』

によりました 。）  

 



*****************************************************************  

《３》子ども の本の 珠玉のことば  ６９  

*****************************************************************  

 

「 だ か ら  ト ラ ゴ ロ ウ は  の ん き だ っ て い う ん だ よ 。 じ ゃ あ  き く け ど 、 ゆ

うべ  どこへ いった か  おぼえて いるか い？」  

「うん、ゆう べは  たべものをさ がしに  のはらのう ほうへ  いったよ」  

「そのとき、 くりの 木のそばを  とおっ たろ？」  

「うん、くり の木の 下で  すこし  やす んでいったん だ」  

「 ほ ら  ご ら ん 。 そ の と き 、 く り の 木 の 下 で  ち ょ っ ぴ り  ね て い こ う か な

あ  な ん て  お も っ て さ 、 目 を つ ぶ っ て い る う ち に  ぐ う ぐ う  い び き を か

きはじめてさ 、それ っきり  いま まで  ねむりつづけ ている んじゃないか 」  

「でもさ、そ うだと したら  どう して  ぼくは  いま  ここ にいるんだろ 」  

 

（『目をさ ませトラ ゴ ロウ』 小沢正 /作  井上洋介 /画  理論 社  2000 年 6 月  

p.143 ＊初版 1965 年 8 月）  

 

山のたけやぶ に住む トラ、「ト ラノ・トラ ゴロウ」が、あ る朝、目を覚ますと 、

と な り 山 の 「 と ら の す け 」 か ら の 誕 生 日 プ レ ゼ ン ト と し て 肉 ま ん じ ゅ う が 届

い て い ま し た 。 肉 ま ん じ ゅ う を 食 べ よ う と す る と 、 カ ラ ス に お 皿 と ロ ー ソ ク

が 必 要 だ と 言 わ れ 、 猟 師 の 家 に 借 り に 行 き 、 目 を 閉 じ て 肉 ま ん じ ゅ う を 食 べ

ようとしたと たん、 お皿の上に肉 まんじ ゅうがないこ とに気 づきます。  

 

そ こ で 、 カ ラ ス に 聞 き ま す が 、 カ ラ ス は 肉 ま ん じ ゅ う を 食 べ て い な い と 言 い

ます。次に出会っ たリ スの言葉で、トラ ゴロ ウは自分が「とら のす け」のこと

を 知 ら な い こ と に 気 づ き ま す 。 そ し て ウ サ ギ に 「 あ ん た は  ほ ん と う は  森

の は ず れ の  く り の 木 の 下 で 、 ぐ う ぐ う  ね む っ て い る ん じ ゃ な い か 」 と 言

われ、引用に 続きま す。  

 

ここで、トラ ゴロウは 、眠っている トラが自 分なのか、ウ サギと話 しているト

ラ が 自 分 な の か わ か ら な く な っ て 不 安 に な り ま す 。 こ の 存 在 の 不 安 こ そ が ト

ラゴロウの魅 力です。そして、同じ ように不 安になるエピ ソード は、この本に

収録されてい る、箱に 入ってトラゴ ロウが ２頭になる「一つ が  二つ」や、き

ばをなくして おかあ さんに自分だ とわか ってもらえな い「きば を  なくすと 」

などの作品と も共通 しています。  

 

ト ラ ゴ ロ ウ は 、 自 分 の 誕 生 日 が い つ か も 、 自 分 が 肉 ま ん じ ゅ う を 食 べ た か ど

う か に つ い て も わ か ら な く な り ま す 。 け れ ど 、 ト ラ ゴ ロ ウ は 自 分 の 疑 問 に 答

え る た め に 謎 を 解 き 、 こ の 事 件 が 人 間 の 仕 業 で あ る こ と を 突 き 止 め ま す 。 い

つも腹ペコで、とき ど きわけがわか らなく なるけれど、最後は 疑 問を解決し、

自分の存在を 確認し て満足する「 トラゴロ ウ」のたくま しさは、今の子どもた

ちにも魅力を 感じる のではないか と思っ て再読しまし た。（ Ｙ ）  

 

*****************************************************************  

《４》  行って来ま し た！   

*****************************************************************  

芦屋市立美術 博物館 で６月 15 日まで開催 されている「隙あ らば 猫  町田尚子

絵本原画展」に行 って きました。町田尚 子に よる絵本原画、本 の装 画、タブロ

ー、制作資料など、250 点以上が、吹き抜け のある２階建 ての建 物の中にゆっ

たりと展示さ れてい ま す。町田尚子は、 1968 年東京生まれで、 2007 年に『小

さな犬』（白泉社 ）で 絵本作家とし てデビ ュー。『 ネコヅメ のよ る』（ WAVE 出版  

2016 年 5 月、岩崎書 店  2021 年 11 月）が大ヒットし 、猫を 描く絵本作家 と

いうイメージ が広が ります。  



 

入り口を入る と、「 Welcome cats!」の展示。さまざまな猫 の絵本 の原画や芦屋

市立美術博物 館のた めに描かれた 猫の絵 などが並んで います 。『ネコヅメのよ

る 』 の お お ぜ い の 猫 が 月 を 見 上 げ る 絵 の パ ネ ル も あ っ て 、 写 真 コ ー ナ ー に な

っていました。そ こ から２階に上 がると 、「装画・挿絵の仕事 」、「町田尚子の

部屋」、「ねこたく さん の部屋」、「風景の 部屋 」、「お ばけの部屋 」、「 町田尚子の

プ ラ イ ベ ー ト ワ ー ク 」、「 図 録 兼 書 籍 掲 載 の 新 作  白 木 の ピ ョ ン 」、「 空 想 の 部

屋」、「初期の 絵本 /単 行本 /雑誌掲載」に 分 けて展示され ていま した。  

 

町田尚子の絵 本全 17 冊の原画をた っぷり と楽しむこと ができ たことで、町田

作品の魅力を 感じる ことができま した。タ イトルに「隙 あらば猫 」とあるよう

に 、 猫 の 絵 が 多 く 展 示 さ れ て お り 、 猫 好 き と 思 わ れ る 来 場 者 た ち は う っ と り

していました 。  

 

ネ コ ヅ メ ＝ 三 日 月 を 見 る た め に 猫 た ち が 集 ま っ て く る と い う 『 ネ コ ヅ メ の よ

る』は、「 2009 年から 一緒に暮らし たはじ めた白木とい う猫」 がいたことと 、

「 原 発 被 災 地 に 取 り 残 さ れ た 犬 猫 の 給 餌 ボ ラ ン テ ィ ア を し て い る 友 人 が い て 、

活 動 に 同 行 さ せ て も ら っ た こ と が あ り ま し た 。 そ の 時 、 細 い 三 日 月 を 指 し て

友人が言った「猫 の爪 みたい！」という 言葉 が”ネコヅメ“のも と になってい

ま す 。 給 餌 活 動 中 に 出 会 っ た 猫 た ち も 絵 本 の 中 に た く さ ん 登 場 し て も ら っ て

います。」（『 町田尚子 画集  隙あら ば猫』 青幻舎  2022 年 8 月）という二つ

の エ ピ ソ ー ド が 背 景 に あ る と の こ と で 、 ど の 猫 の 表 情 も 多 く の こ と を 物 語 っ

ているように 見えま した。  

 

猫が描かれて いない 絵も心に残り ました 。特に『 うらしまた ろ う』（山 下明生

/文  あかね書房  2010 年 5 月）のサンゴの 絵のピンクと 紫で透 き通るような

海 を 表 現 し た 色 使 い や 、『 い る の い な い の 』（ 京 極 夏 彦 /作  東 雅 夫 /編  怪 談

えほん  岩崎 書店  2012 年 2 月）で、少年 が和室に座っ て天井 を見上げるア

ングル、『あず きとぎ 』（京極夏彦 /作  東雅 夫 /編  京極夏彦の 妖 怪えほん  岩

崎書店  2015 年 3 月）の、空が大 きく、 緑あふれる中 で少年 が犬とともに 森

の 中 に 入 っ て い く 美 し く か つ 、 ち ょ っ と 不 安 に 感 じ ら れ る 構 図 な ど は 、 原 画

を見ることが できて よかったと思 いまし た。（Ｋ）  

 

芦屋市立美術 博物館  https://ashiya-museum.jp/ 

 

*****************************************************************  

《５》  宮川健郎  私 の出会った児 童文学 者たち  第１ ８回  

*****************************************************************  

第５章  古田 足日先 生  

その２  「散 文性の かく得」（ 中の後半 ) 

 

昨年（ 2024 年）は、古田足日・田畑 精一 の絵本『おしい れの ぼうけん』（ 童心

社 1974 年）の刊行 50 周年でした。私が古 田足日先生（ 1927～ 2014 年）に出

会ったのは 、『おしい れのぼうけん』が 刊行 された、つぎの年。私 は 19 歳でし

た。  

 

この連載では 、「 思い 出話」を語 るだけで はなく、私 の出会っ た児童文学作 家

や評論家の仕 事に対 する考察や、さらには 、そこから、現代児童 文学史のとら

え直しも試み ます。 ご愛読くださ い。  

 

＜本編はこち らから ＞  

http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/watashinodeatta.html  

 

https://ashiya-museum.jp/
http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/watashinodeatta.html
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【３】全国の イベン ト紹介  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

●講演会「子 どもの 学びとコミュ ニケー ション 」  

講師：山極壽 一（総 合地球環境学 研究所 所長、人類学 者）  

日時：４月５ 日（土 ）  16： 00～ 17： 30 ※有料、要 申し込 み  

会場：サニー ストン ホテル（吹田 市）お よびオンライ ン  

主催：クレヨ ンハウ ス大阪店  

 

上記イベント の詳細 およびその他 の講座 ・講演会、展 示会、 公募情報につ い  

ては、こちら からご 覧ください。 ↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html  

※イベント情 報をお 送りください 。当財 団ＨＰに掲載 させて いただきます ／  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【４】プレゼ ント  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

今号のコラム《１ 》「 この本読んだ ？」で 紹介しました『少年 が見た戦争 』を

プレゼントし ます。ご希望の方は 、プレ ゼント応募フ ォーム から、 (1)お名前  

(2)郵便番号・住所  (3)電話番号  (4)メール アドレス、よ ろしけれ ば  (5)この

メルマガのご 感想を お書きのうえ  ご応募 ください。  

応募フォーム ⇒  https://forms.gle/uL2TpNhMEYWJpnQ9A  

締切は４月 10 日（木 ）、当選発 表は発送 を もって代えさ せてい ただきます／  

 

編┃集┃長┃ の┃つ ┃ぶ┃や┃き ┃  

━┛━┛━┛ ━┛━ ┛━┛━┛━ ┛  

近鉄奈良駅の 南に広 がる「ならま ち」界 隈のウォーキ ングに 参加しました 。

伝統的な街並 みが残 り、古い木造 住宅を いかしたコー ヒーシ ョップや雑貨

屋、飲食店な どがそ こかしこに。 24代続く薬屋や、創 業 120余年の蒲鉾専門

店もあり、つ かの間 のタイムトラ ベルを 楽しみつつ、 現代と 調和している 点

にも魅力を感 じまし た 。（ＴＡ ）  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

------------------------------------------------------------------  

み な さ ま の ご 意 見 ・ ご 感 想 を お 聞 か せ く だ さ い 。 下 記 メ ー ル ア ド レ ス ま で お

願いします。  

原則として返 信はい たしませんの でご了 承ください。  

●このメール マガジ ンは、ご登録 いただ きました皆様 に配信 しています。  

●配信の登録 ・解除 ・変更は、  

  http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html  

●このメール の送信 アドレスは配 信専用 です。  

●記事の無断 転載は ご遠慮くださ い。  

------------------------------------------------------------------  

発行：一般財 団法人  大阪国際児童 文学振 興財団  http://www.iiclo.or.jp/ 

〒 577-0011 大阪府東 大阪市荒本北 1-2-1 大阪府立中央 図書館 内  

TEL： 06-6744-0581  FAX： 06-6744-0582  E-mail： office＠ iiclo.or.jp 

------------------------------------------------------------------  
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